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◆
都
城
島
津
伝
承
館
特
別
展

◆
市
税
の
滞
納
・
処
分
に
つ
い
て

◆
国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

◆
新
年
度
保
育
所
・
幼
稚
園
入
所
の
申
し
込
み

◆
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
　
ほ
か
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都
城
の
宝
と
書
画
の
融
合

都
城
島
津
家
は
、
５
０
０
年
以
上
も

の
間
、
都
城
地
域
の
領
主
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
都
城
島
津

家
の
史
料
は
、
都
城
の
歴
史
を
知
る
上

で
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な

も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
本
市
の
宝
と
も

い
え
る
島
津
家
の
史
料
と
、
世
界
を
舞

台
に
活
躍
し
て
い
る
書
家
「
紫シ
シ
ュ
ー舟
さ

ん
」
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
作
品
と
が
融
合

し
た
特
別
展
を
都
城
島
津
邸
で
開
催
し

ま
す
。

本
展
で
は
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ

ア
ー
ト
と
い
う
手
法
を
用
い
て
、
都
城

島
津
家
の
貴
重
な
史
料
と
、
紫
舟
さ
ん

の
書
画
が
色
鮮
や
か
に
融
合
し
ま
す
。

特
別
展
の
見
ど
こ
ろ

都
城
島
津
家
に
関
係
す
る
人
々
が
残

し
た
名
言
や
、
そ
の
人
柄
や
功
績
、
生

き
方
を
表
現
し
た
言
葉
な
ど
を
、
紫
舟

さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
書
体
で
書
き
表

し
、
そ
の
作
品
と
共
に
都
城
島
津
邸
に

あ
る
史
料
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
特
別
展
期
間
中
に
、
邸
内
の

石
蔵
で
体
験
型
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ

ア
ー
ト
を
披
露
し
ま
す
。
紫
舟
さ
ん
が

生
み
出
す
美
し
く
力
強
い
書
と
、
本
市

の
文
化
や
豊
か
な
自
然
が
融
合
す
る
こ

の
作
品
は
、
石
蔵
内
に
幻
想
的
な
世
界

を
生
み
出
し
ま
す
。

本市は、平成28年 1月に合併10周年を迎えます。これに先立ち、本市をこれまで以上に対外
的にＰＲしていくため、著名な書家「紫舟さん」の魅力あふれる作品と、都城島津家に伝わる
貴重な史料を融合した作品展を開催します。　　　  ◎問い合わせ　都城島津邸　☎23－2116

都城市合併10周年記念都城島津伝承館特別展

紫舟と都城島津家史料の出会い

みやこんじょ力の発信

▲ 2013年に発表された紫舟さんのイ
ンタラクティブアート「かみさま
がいたるところにいたころのもの
がたり」の紹介映像を、見ること
ができます。
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開
催
期
間

12
月
７
日
㈰
〜
平
成
27
年
２
月
１
日
㈰

※
月
曜
日
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
）

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

観
覧
料　

一
般
４
０
０
円（
３
０
０
円
）、

高
校
・
大
学
生
３
０
０
円（
２
０
０
円
）、

中
学
生
以
下
無
料

※
本
宅
と
石
蔵
を
含
む
。（　

）
内
は
、

20
人
以
上
の
団
体
料
金
。
な
お
、
期

間
中
は
、
石
蔵
内
で
の
休
憩
な
ど
は

で
き
ま
せ
ん

12月11日㈭～ 14日㈰、フランス・パリの
ルーブル美術館で開催される「ルーブル美
術館カルーゼル・デュ・ルーブル」に、紫
舟さんが初出展。同美術展は、ヨーロッパ
美術界の登竜門と言われています。

鉄
てつ

錆
さび

地
じ

南
なん

蛮
ばん

胴
どう

具
ぐ

足
そく

（都城島津邸蔵）

2014市広報11月号最終.indd   3 2014/10/23   12:59:45



42014.11

滞
納
者
に
は
、
納
期
内
に
納
付
し
た

人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
次
の
手

順
を
と
り
ま
す
。

督
促納付

期
限
か
ら
20
日
以
内
に
督
促
状

を
発
送
し
ま
す
。
税
に
督
促
手
数
料
と

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

財
産
調
査

預
貯
金
や
不
動
産
の
調
査
、
給
与
支

払
者
な
ど
へ
の
問
い
合
わ
せ
、
自
宅
や

事
業
所
の
捜
索
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

差
し
押
さ
え

督
促
状
発
送
か
ら
10
日
以
内
に
完
納

し
な
い
場
合
、
差
し
押
さ
え
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

期
限
内
に
納
入
で
き
な
い
と
き
は

市
で
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、
納
税
課
（
国

民
健
康
保
険
税
は
保
険
年
金
課
）
で
納

税
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
毎
月

第
３
木
曜
日
は
、
午
後
８
時
ま
で
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

公
平
・
公
正
な
徴
収
を
行
う
た
め
に
、

滞
納
者
の
財
産
調
査
を
目
的
と
し
て
、

給
与
の
支
払
い
状
況
を
勤
務
先
へ
照
会

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
所
定
の
事
項

を
記
載
し
、
必
ず
回
答
く
だ
さ
い
。

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

利
用
方
法
は
、
市
内
の
金
融
機
関
の

窓
口
に
あ
る
市
税
等
口
座
振
替
依
頼

書
・
自
動
払
込
利
用
申
込
書
に
記
入

し
、
預
貯
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関

へ
、
納
税
通
知
書
ま
た
は
領
収
書
、
預

貯
金
通
帳
、
届
出
印
を
持
参
し
、
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
手
続
き
の
翌
月
（
場

合
に
よ
っ
て
は
翌
々
月
）
か
ら
振
り
替

え
を
開
始
し
ま
す
。

法
人
市
民
税
法
人
税
割
額
の

税
率
改
正

平
成
26
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

法
人
市
民
税
法
人
税
割
の
税
率
が
引
き

下
げ
ら
れ
、
12
・
１
㌫
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
引
き
下
げ
分
に
つ
い
て
は
地
方
法

人
税
（
国
税
）
が
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
改
正
は
、
10
月
１
日
以
降

に
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

税
を
考
え
る
週
間

11
月
11
日
㈫
か
ら
17
日
㈪
ま
で
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
適
正
で

公
平
な
課
税
と
徴
収
の
実
現
に
向
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
が
掲

載
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nta.go.jp

本
市
の
滞
納
状
況

市
税
に
は
、
市
県
民
税
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
、
法
人
市
民
税
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
分
ま
で
の
市
税
の
滞
納

額
は
９
億
５
、５
１
７
万
円
、
国
民
健
康

保
険
税
の
滞
納
額
は
16
億
５
、２
７
４
万

円
と
な
っ
て
い
て
、
市
の
財
政
を
圧
迫

し
て
い
ま
す
。

差
し
押
さ
え
強
化
中
！

市
で
は
、
差
し
押
さ
え
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
差
し
押
さ
え
は
、
滞
納
者
の

財
産
を
、
そ
の
意
思
に
関
係
な
く
換
価

可
能
な
状
態
に
す
る
強
制
処
分
で
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
滞
納
者
宅
の
捜
索

や
、
自
家
用
車
の
差
し
押
さ
え
な
ど
を

執
行
し
ま
す
。
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付

や
相
談
が
な
い
場
合
や
、
納
付
の
約
束

を
守
ら
な
い
滞
納
者
に
は
、
差
し
押
さ

え
（
滞
納
処
分
）
を
執
行
し
ま
す
。

税
金
は
、
私
た
ち
み
ん
な
が
社
会
の
一
員
と
し
て
、
公
平
に
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
納
税
し
た
人
の
み
が

負
担
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
悪
質
な
滞
納
は
許
さ
ず
確
実
に
徴
収
し
ま
す
。　

◎
問
い
合
わ
せ　

納
税
課　

☎
23

－

２
１
２
６

税
金
は

納
付
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

納
付
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

必
ず
悪
質
な
滞
納
は
許
し
ま
せ
ん
！
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全額負担に
なります

納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す

国
保
税
を
納
め
る
人
は
、
各
世
帯
の

世
帯
主
で
す
。
世
帯
主
が
国
保
加
入
者

で
な
い
場
合
（
職
場
の
社
会
保
険
や
共

済
組
合
加
入
者
な
ど
）
で
も
、
同
じ
世

帯
に
国
保
加
入
者
が
い
る
と
き
は
、
そ

の
世
帯
主
に
国
保
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

国
保
税
を
滞
納
す
る
と

滞
納
者
に
は
、
納
税
者
と
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
、
次
の
手
順
を
と
り
ま
す
。

①
督
促

納
期
限
か
ら
20
日
以
内
に
督
促
状
を

発
送
し
ま
す
。

②
催
告

①
で
納
付
が
な
い
場
合
、
催
告
状
を

発
送
し
、
未
納
期
間
に
よ
っ
て
延
滞
金

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

③
差
し
押
さ
え

①
・
②
で
納
付
が
な
い
場
合
、
財
産

な
ど
の
差
し
押
さ
え
（
滞
納
処
分
）
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
前
年
度
以
前
に
国
保
税
の
未

納
が
あ
る
場
合
に
は
、
通
常
の
被
保
険

者
証
の
交
付
が
で
き
な
く
な
り
、
代
わ

り
に
次
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

■
短
期
被
保
険
者
証
の
交
付

通
常
の
国
保
被
保
険
者
証
よ
り
有
効

期
限
が
短
い
被
保
険
者
証
で
す
。

■
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
交
付

国
保
税
の
未
納
期
間
が
１
年
以
上
続

い
た
場
合
に
交
付
さ
れ
る
証
明
書
で
、

国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明

し
ま
す
。
こ
の
資
格
証
明
書
が
交
付
さ

れ
る
と
、
医
療

機
関
で
診
療
を

受
け
る
場
合
に

は
、
診
療
費
用

の
全
額
を
い
っ

た
ん
自
己
負
担

す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

国
保
税
を
納
め
る
の
が
困
難
な

と
き
は
？

期
限
内
に
国
保
税
を
納
付
す
る
こ
と

が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
年
金
課
へ
相

談
く
だ
さ
い
。
事
情
に
応
じ
て
分
割
し

て
納
め
る
な
ど
の
解
決
方
法
を
一
緒
に

考
え
ま
す
。
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
納
付
で
き
な
い
と
き
に

は
早
め
に
保
険
年
金
課
担
当
窓
口
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
毎
月
第
３
木
曜
日
は
、
相
談

窓
口
を
午
後
８
時
ま
で
延
長
し
て
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

国
保
に
加
入
・
脱
退
す
る
と
き

は
届
け
出
が
必
要
で
す

職
場
の
社
会
保
険
や
共
済
組
合
な
ど

を
辞
め
て
国
保
に
加
入
す
る
場
合
、
自

動
的
に
は
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
保
税
は
、
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ

た
場
合
で
も
、
職
場
の
社
会
保
険
や
共

済
組
合
な
ど
の
加
入
資
格
が
な
く
な
っ

た
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
し
ま
す
。

ま
た
、
脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場

合
に
は
、
二
重
に
課
税
さ
れ
、
必
要
以

上
に
納
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

健
康
保
険
は
、
職
場
の
社
会
保
険
や

共
済
組
合
な
ど
が
優
先
す
る
た
め
、
国

保
を
脱
退
後
に
、
資
格
の
無
い
国
保
の

被
保
険
者
証
を
使
用
し
た
場
合
は
、
後

日
診
療
費
用
を
請
求
し
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
に
加
入
・
脱
退
す
る
と
き

と
は
？

次
の
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、
必

ず
14
日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

加
入
す
る
と
き

●
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
と
き

●
職
場
の
社
会
保
険
な
ど
を
や
め
た
と
き

●
社
会
保
険
や
共
済
組
合
加
入
者
な
ど

の
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

●
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

●
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

脱
退
す
る
と
き

●
他
の
市
町
村
に
転
出
す
る
と
き

●
職
場
の
社
会
保
険
や
共
済
組
合
な
ど

に
加
入
し
た
と
き

●
社
会
保
険
や
共
済
組
合
加
入
者
な
ど

の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き

●
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き

●
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
制
度
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
お
金
を
出
し
合
っ
て
、
病
気
や
け
が
を
し
た
人
の
医
療
費
に
充
て
る
、

助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の
未
納
が
増
え
る
と
国
保
の
健
全
な
運
営
に
支
障
を
来
し
ま
す
。
必
ず
、

納
付
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。　
　
　

◎
国
保
の
制
度
や
加
入
に
つ
い
て　

保
険
年
金
課　

国
保
担
当　

☎
23

－

２
６
４
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
国
保
税
の
納
付
に
つ
い
て　
　
　

保
険
年
金
課　

収
納
担
当　

☎
23

－

７
１
４
４

国
民
健
康
保
険
税
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
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平成26年度　幼稚園・認定こども園一覧

認
定
に
つ
い
て

新
制
度
で
は
、
保
育
の
必
要
性
の
有

無
と
年
齢
に
応
じ
た
３
つ
の
区
分
が
設

け
ら
れ
、
認
定
さ
れ
た
区
分
に
よ
り

利
用
で
き
る
施
設
が
決
ま
り
ま
す
。

１
号
認
定  

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

満
３
歳
以
上
の
就
学
前
の
子
ど
も
で

教
育
を
希
望
す
る
人
は
、
１
号
認
定
と

な
り
ま
す
。

認
定
お
よ
び
入
所
は
、
施
設
へ
直

接
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

２
号
認
定  

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

３
号
認
定 

保
護
者
の
就
労
や
病
気
な
ど
に
よ

り
、
保
育
を
必
要
と
す
る
人
の
う
ち
、

３
歳
以
上
児
は
２
号
認
定
、
３
歳
未
満

児
は
３
号
認
定
と
な
り
ま
す
。

●
受
付
期
間　

12
月
８
日
㈪
〜
25
日
㈭

※
12
月
８
日
㈪
以
前
の
受
け
付
け
は
で

き
ま
せ
ん
。
受
付
期
間
以
降
も
、
随

時
受
け
付
け
し
ま
す
が
、
期
間
内
に

申
し
込
ん
だ
順
に
審
査
し
ま
す

●
申
込
書
交
付
・
受
付
場
所

入
所
を
希
望
す
る
保
育
所
や
認
定
こ

ど
も
園
、
保
育
課

※
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
で
は
書
類

の
交
付
・
受
け
付
け
の
み
で
、
認
定

は
で
き
ま
せ
ん
。
各
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

●
保
育
の
必
要
な
事
由

就
労
、
妊
娠
や
出
産
、
病
気
や
け
が
、

介
護
な
ど
。

●
入
所
の
決
定

入
所
の
決
定
は
、
保
育
の
必
要
な
事

由
や
そ
の
緊
急
性
、
通
園
手
段
な
ど
を

総
合
的
に
判
断
し
て
決
定
し
ま
す
。
定

員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
す
る
施
設

に
入
所
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

新
制
度
・
入
所
説
明
会

●
開
催
時
間　

19
時
〜

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要

幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
の

利
用
の
仕
方
が
変
わ
り
ま
す
！

日　

程

場　
　
　

所

11
／
10
㈪

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

横
市
地
区
公
民
館

11
／
11
㈫

小
松
原
地
区
公
民
館

11
／
12
㈬

五
十
市
地
区
公
民
館

11
／
13
㈭

中
郷
地
区
公
民
館

11
／
14
㈮

中
央
公
民
館

11
／
17
㈪

祝
吉
地
区
公
民
館

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

11
／
18
㈫

沖
水
地
区
公
民
館

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

11
／
19
㈬

庄
内
地
区
公
民
館

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

11
／
20
㈭

西
岳
地
区
公
民
館

山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

11
／
21
㈮

志
和
池
地
区
公
民
館

幼稚園名 所在地 電話番号

○ ふたば幼稚園 松元町 23-2469
○ さくら幼稚園 姫城町 22-1552
○ 妻ケ丘幼稚園 中原町 22-2757
○ 清涼幼稚園 庄内町 37-0568
○ 聖ドミニコ幼稚園 下長飯町 39-5771
高城幼稚園 高城町穂満坊 58-2351
有水幼稚園 高城町有水 59-9114
石山幼稚園 高城町石山 58-3211

幼稚園名 所在地 電話番号

◎ アソカ幼稚園 年見町 23-7505
◎ 一万城幼稚園 一万城町 22-5739
◎ 天竜幼稚園 牟田町 22-0502
◎ 天竜第二幼稚園 南鷹尾町 23-7503
◎ 天竜第三幼稚園 鷹尾四丁目 23-7504
◎ 天竜祝吉幼稚園 千町 22-1012
★ ししのこ幼稚園 上水流町 36-0646
★ にし幼稚園 南横市町 25-3344

○印は新制度の仕組みに移らないため認定の必要はありません　◎印は認定こども園　★印は認定こども園認可申請予定

平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」。
幼
稚
園
や
保

育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
施
設
を
利
用
す
る
場
合
に
は
認
定
が
必
要
に
な

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

保
育
課　

☎
23

－

４
８
９
４

　

☎
23

－

２
１
９
９
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地区 保育所名 所在地 電話番号

姫
城

相愛ひめぎ保育園 姫城町 22-2295

天竜保育園 早鈴町 23-1301

下長飯保育園 下長飯町 39-1040

あゆみベビーホーム 甲斐元町 23-5246

相愛保育園 早鈴町 25-1879

早鈴保育園 早鈴町 24-3699

チャイルドセンターポピー園 早鈴町 25-9478

小
松
原

大王保育所 平江町 22-2167

アソカ保育園 小松原町 24-0450

志比田保育園 志比田町 23-2803

ひばり保育園 大王町 23-0038

★ 宮丸保育園 宮丸町 27-1541

ぽっぽ保育所 前田町 24-7887

★ かたひら保育園 志比田町 24-7745

妻
ケ
丘

上長飯保育園 上長飯町 22-4843

一万城保育園 一万城町 23-2802

たんぽぽ保育園 一万城町 23-3313

あやめ原保育園 菖蒲原町 22-2372

祝
吉

郡元保育所 郡元町 22-1578

★ いなり保育園 郡元四丁目 22-5974

早水保育園 早水町 24-1826

並木保育園 上川東四丁目 24-1580

川東保育園 下川東二丁目 22-2210

五
十
市

たかお保育所 南鷹尾町 22-0394

今町保育園 今町 39-2102

★ 五十市保育園 久保原町 22-2110

都島保育園 鷹尾一丁目 23-5622

すずらん保育園 南鷹尾町 24-3596

さつき保育園 都島町 23-5250

横
市

★ 都原保育園 都原町 22-4323

もちお保育園 南横市町 22-5421

沖
水

金田保育所 金田町 38-1325

高木保育園 高木町 38-1310

都北保育園 都北町 38-1877

吉尾保育園 吉尾町 38-3027

山野原保育園 太郎坊町 38-3700

志
和
池

志和池保育・児童館 上水流町 36-0516

まるの保育園 野々美谷町 36-0891

下水流保育園 下水流町 36-0535

こばと保育園 丸谷町 36-1091

地区 保育所名 所在地 電話番号

庄
内
・
西
岳

★ 乙房保育園 乙房町 37-1212

ルンビニ保育園 庄内町 37-0569

菓子野保育園 菓子野町 37-1766

わかば保育園 高野町 33-1810

中
郷

中郷保育所 安久町 39-0529

梅北保育園 梅北町 39-2869

安久保育園 安久町 39-0218

山
之
口

山之口中央保育所 山之口町花木 57-2068

山之口ふもと保育所 山之口町山之口 57-2023

山之口乳児保育所 山之口町花木 57-2243

安楽地保育園 山之口町富吉 57-2123

高
城

高城保育所 高城町穂満坊 58-2314

有水保育所 高城町有水 59-9324

石山保育園 高城町石山 58-5931

つみき保育園 高城町桜木 58-4585

さかえ保育園 高城町穂満坊 58-2600

山
田

山田中央保育所 山田町山田 64-3021

木之川内保育所 山田町山田 64-1012

万ヶ塚保育園 山田町山田 64-1123

谷頭保育園 山田町中霧島 64-1051

高
崎

鳴峰保育園 高崎町大牟田 62-2127

旭保育園 高崎町大牟田 62-4106

善長寺保育園 高崎町江平 62-2125

前田保育園 高崎町前田 62-1996

大牟田保育園 高崎町大牟田 62-1989

縄瀬保育園 高崎町縄瀬 62-3772

平成26年度　保育所一覧

★印は認定こども園認可申請予定
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パートナー間の問題
43.0%

経済に関する問題
4.0%

自分自身の問題
23.0%

セクハラなど 2.0%
人間関係に関するもの 4.0%

子どもの問題
9.0%

病気に関する問題
4.0%

親族の問題
11.0%

相談内容の内訳（平成25年度）

※これはケースの一例です

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
／
Ｄデ
ィ
ー
ブ
イＶ
）
や
性
犯
罪
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
暴
力
は
、
女
性

の
人
権
を
侵
害
す
る
行
為
で
す
。

こ
れ
ら
の
暴
力
を
な
く
す
た
め
に
は
、

一
人
一
人
が
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
て
、
相
手
も
自
分
も
大
切
に

す
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

２
１
２
１

都
城
市
の
現
状

平
成
25
年
度
に
、
市
の
女
性
総
合
相

談
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
７
１
７

件
。
夫
婦
や
恋
人
な
ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー

間
の
問
題
に
関
す
る
相
談
が
３
０
７
件

と
最
も
多
く
、
そ
の
う
ち
、
Ｄ
Ｖ
に
関

す
る
も
の
は
48
件
で
し
た
。

ま
た
、
性
的
被
害
や
職
場
で
の
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
も

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
っ
て
？

Ｄ
Ｖ
は
、
夫
婦
や
恋
人
な
ど
の
親
し

い
関
係
の
中
で
起
こ
る
暴
力
で
す
。
最

近
は
、
若
い
世
代
に
も
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と

よ
ば
れ
る
恋
人
間
の
暴
力
が
み
ら
れ
、

深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

暴
力
の
種
類

暴
力
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ

り
、
多
く
は
そ
れ
ら
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
、
被
害
者
の
身
体
と
心
を
傷
つ

け
ま
す
。

・
身
体
的
暴
力　

殴
っ
た
り
蹴
っ
た
り

す
る
な
ど
、
直
接
的
に
暴
力
を
振
る
う

・
精
神
的
暴
力　

心
な
い
言
動
な
ど
で
、

相
手
の
心
を
傷
つ
け
る

・
性
的
暴
力　

嫌
が
っ
て
い
る
の
に
性

的
行
為
を
強
要
す
る
、
中
絶
を
強
要

す
る
、
避
妊
に
協
力
し
な
い

・
経
済
的
暴
力　

夫
婦
間
で
生
活
費
を

渡
さ
な
い
な
ど

一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
を

都
城
市
女
性
総
合
相
談

市
で
は
、
女
性
の
悩
み
や
苦
し
み
の

原
因
と
な
っ
て
い
る
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
借
金
や
悪
質
商
法
な
ど
の
消

費
生
活
に
関
す
る
相
談
と
、
交
通
事
故

相
談
も
併
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
相
談
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

悩
み
は
一
人
で
抱
え
込
ん
で
い
て
も

解
決
で
き
ま
せ
ん
。
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。

暴力は繰り返されます

DVのサイクル

緊張期
ささいなことで 　
イライラし威圧的
になる　　　　  

被害者
●相手の顔色をうかがう
●ビクビクしておびえる

爆発期
怒りをコントロール 
できなくなり、　　 
激しく暴力を振るう

被害者
●絶望感・無力感に陥る
●何がなんだか分からなくなる

開放期（ハネムーン期）

「もう暴力を振るわない」と　
謝罪し別人のように優しくなる

被害者
●「やっぱり愛されている」
●「もう一度信じよう」 

都
城
市
女
性
総
合
相
談

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

【
女
性
相
談
員
に
よ
る
相
談
】

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

【
女
性
臨
床
心
理
士
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
相
談
（
要
予
約
）】

●
日
時　

11
月
18
日
㈫　

14
時
〜
16
時

【
女
性
弁
護
士
に
よ
る

法
律
相
談
（
要
予
約
）】

●
日
時　

11
月
25
日
㈫　

13
時
〜
16
時

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
く
す
の
き

●
日
時　

毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

被害者の間柄に関係なく、決して許されるもの
なくす推進月間です。
家族で話し合ってみましょう。

女性への暴力OP 11月12日㈬～25日㈫は

女性に対する暴力を
なくす運動
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虐待の種類

ネグレクト
・食事を与えない
・家に閉じ込める
・医療を受けさせない
・同居人からの虐待を
放置する

身体的虐待
・殴る、蹴る
・ケガをさせる
・戸外に閉め出す

心理的虐待
・言葉で脅す
・兄弟・姉妹間で差別
する

・子どもの前で、配偶
者に暴力を振るう

性的虐待
・性的関係を強要する
・性器や性交を見せる

市に寄せられた虐待相談
（平成25年度）

ネグレクト
57.7%

心理的虐待
15.4%

身体的虐待
26.9%

子
ど
も
を
守
る
べ
き
保
護
者（
養
育
者
）

が
、
子
ど
も
の
体
や
心
を
傷
つ
け
る
児

童
虐
待
。
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た

め
、
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

２
６
８
４

都
城
市
の
現
状

平
成
25
年
度
、
市
に
寄
せ
ら
れ
た
35

件
の
新
規
の
児
童
家
庭
相
談
の
う
ち
、

虐
待
に
関
す
る
相
談
が
26
件
と
大
半
を

占
め
、特
に
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
・

怠
慢
）
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

ネ
グ
レ
ク
ト
と
は
、
子
ど
も
の
世
話

を
放
棄
し
て
、
衣
食
住
だ
け
で
は
な

く
、
発
達
に
必
要
な
情
緒
的
ケ
ア
を
与

え
な
い
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。
外
傷
が

な
い
た
め
周
り
が
気
付
き
に
く
く
、
深

刻
な
事
態
を
引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
り

ま
す
。

子
ど
も
が
傷
つ
く
行
為
は
虐
待
で
す

子
ど
も
に
、
生
活
習
慣
や
社
会
の

ル
ー
ル
を
教
え
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
行
き
過
ぎ
た
「
し
つ

け
」
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
体
や
心
が

傷
つ
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
虐
待

で
す
。
常
に
子
ど
も
の
立
場
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

な
ぜ
虐
待
が
起
こ
る
の
？

虐
待
は
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
ど
の
家
庭
で
も
起
こ
り
得

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

主
な
虐
待
の
要
因

・
育
児
の
悩
み
を
相
談
で
き
る
人
が
近

く
に
い
な
い

・
育
児
の
協
力
者
が
い
な
い

・
経
済
的
に
苦
し
い

・
養
育
者
自
身
も
虐
待
を
受
け
た
経
験

が
あ
る

「
虐
待
を
し
そ
う
だ
」
と
思
っ
た
ら

ま
ず
は
、
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
て
、

冷
静
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し

て
、
電
話
で
相
談
す
る
な
ど
、
周
り
に

助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
連
絡
が
子
ど
も
を
守
り
ま
す

児
童
虐
待
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
起

き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
気
に
な

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
児
童
相
談
所
や

市
役
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
五
カ
条

1 
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡

２ 
し
つ
け
の
つ
も
り
は
言
い
訳

３ 

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

４ 

親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

５ 

虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ

　

 

り
う
る

宮
崎
県
南
部
福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

児
童
相
談
所　

☎
22

－

４
２
９
４

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

※
閉
庁
時　

☎
23

－

２
１
１
１

東
部
保
健
セ
ン
タ
ー（
高
城
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
58

－

６
８
０
０

※
閉
庁
時　

☎
58

－

２
３
１
１

　
　
　
　
　
（
高
城
総
合
支
所
）

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
62

－

４
４
１
１

※
閉
庁
時　

☎
62

－

１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
高
崎
総
合
支
所
）

女性に対する暴力や子どもへの虐待は、加害者、
ではありません。11月はこうした暴力や虐待を
私たちにできることは何か、この機会に地域や

ST児童虐待
11月は

児童虐待防止
推進月間
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
、
地
域
の
課
題
解
決
や
市

民
公
益
の
た
め
に
、
自
発
的
に
活
動
し

て
い
る
民
間
団
体
で
す
。
利
益
に
と
ら

わ
れ
ず
独
自
の
考
え
で
、
社
会
的
な
使

命
の
達
成
を
目
指
し
、
機
動
性
や
人
間

性
を
重
視
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
中
に
は
、
法
人
格
を
持
つ
特

定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

と
、
法
人
格
を
持
た
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
や
市
民
活
動
団
体
な
ど
が
あ
り
、

市
内
で
は
59
団
体
が
福
祉
や
環
境
、
地

域
お
こ
し
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

２
４
３
１

興
味
を
持
つ
こ
と
が
は
じ
め
の
一
歩

社
会
貢
献
活
動
は
、「
誰
か
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
い
う
、
あ
な
た
の
気
持

ち
か
ら
始
ま
り
ま
す
。「
社
会
貢
献
活

動
を
し
て
い
る
」
と
い
う
意
識
が
な
く

て
も
、
多
く
の
人
が
自
治
公
民
館
な
ど

で
、
地
域
活
動
や
困
り
ご
と
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
団
体
が
ど
の

よ
う
な
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
か
、
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
で
活
動
す
る
に
は
？

定
款
で
条
件
を
規
定
し
て
い
な
い
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
は
、
趣
旨
に
賛
同
す
る
人

な
ら
誰
で
も
入
会
し
、
活
動
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
市

民
活
動
団
体
で
も
同
様
に
、
共
に
活
動

す
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
活
動
し
た
い
団
体
に
、
直
接
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
た
い
と
思
っ
た
ら

市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
の
申
請

の
手
続
き
や
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進

法
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
設
立
に
必
要
な
こ

と
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も

準
備
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
友ゆ

う

・
誘ゆ

う

・
遊ゆ

う

」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活

動
な
ど
を
紹
介
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

す
。
や
り
た
い
活
動
が
、
き
っ
と
み
つ

か
り
ま
す
。

http://w
w
w
.m
-syakyo.or.jp/V

olun
teer/dantai.htm

l

都
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
福
祉
共
育

お
う
え
ん
セ
ン
タ
ー

個
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
育
成
な
ど
の
支
援
を
通
し
て
、
市

民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
高
揚
を
目

的
に
、
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
開

設
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
運

営
な
ど
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
主
な
支
援
内
容

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
受
け
付
け

・
各
種
助
成
金
の
申
請
支
援

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
組
織
や
運
営
の
相
談

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
お
う
え
ん
講
座
の
開
催

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
事
業
な
ど
の
支
援

●
開
設
日
時

月
〜
金
曜
日
、
第
３
土
曜
日

８
時
30
分
〜
17
時

●
設
備
な
ど

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
（
登
録
団

体
無
料
）、
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
、
印
刷
コ
ー
ナ
ー
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
貸
し
出
し

◎
問
い
合
わ
せ

　

都
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
福
祉
共
育

　

お
う
え
ん
セ
ン
タ
ー

　

☎
25

－

７
３
１
８

ま
ず
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
言
葉

に
敷
居
が
高
い
よ
う
に
感
じ
る
人
も

い
ま
す
が
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
地
域

行
事
や
学
校
行
事
な
ど
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
す
で
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
て
い
る
」
と
言
え
ま
す
。

道
端
の
ご
み
を
拾
う
こ
と
も
、
長
く

続
け
る
こ
と
で
、
立
派
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
の
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
る
コ
ツ
は

「
自
分
自
身
が
楽
し
む
こ
と
」。
皆
さ

ん
も
、
地
域
行
事
に
参
加
し
て
み
る

な
ど
、
身
近
な
こ
と
を
、
楽
し
み
な

が
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

地
域
の
力
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
や

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

都城市ボランティア・福祉
共育おうえんセンター所長

大牟田　智
さと

子
こ
さん
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を
、
今
町
小
学
校
の
児
童
ら
が
披
露
し

ま
す
。
こ
の
他
、
市
内
の
民
俗
芸
能
団

体
に
加
え
、
地
域
間
の
文
化
交
流
を
目

的
に
、
熊
本
県

阿
蘇
市
か
ら
民

俗
芸
能
団
体
を

招
き
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
集
落

や
地
域
に
根
付

く
民
俗
芸
能
に

触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
観
覧

く
だ
さ
い
。

第
８
回
都
城
民
俗
芸
能
祭

●
日
時　

12
月
７
日
㈰　

13
時
開
演

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル 

●
観
覧
料　

無
料

●
出
演　

大
王
棒
踊
（
大
王
町
）、

太
郎
坊
ベ
ブ
踊
（
太
郎
坊
町
）、
高

木
奴や

っ
こ踊

（
高
木
町
）、
中な

か

原ば
る

太
郎
踊

り
（
山
之
口
町
）、谷
川
俵
踊
り
（
高

崎
町
）、八
反
俵
踊
（
今
町
小
学
校
）、

阿
蘇
の
虎と
ら

舞ま
い

（
熊
本
県
阿
蘇
市
）、

重
信
優ま

さ
る

（
ゴ
ッ
タ
ン
演
奏
）

安
全
・
安
心
み
や
こ
ん
じ
ょ
盆
地
大
会

●
日
時　

11
月
22
日
㈯

　
　
　
　

13
時
開
場 

13
時
30
分
開
演

●
会
場　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

交
通
・
地
域
安
全
功
労
者

な
ど
の
表
彰
や
、
地
域
安
全
・
交
通

安
全
に
関
す
る
作
文
の
表
彰
と
朗

読
、
高
城
高
校
演
劇
部
の
寸
劇
、
県

警
音
楽
隊
の
演
奏
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
抽

選
会
も
開
催
し
ま
す
。

都
城
市
民
俗
芸
能
保
存
連
合
会
（
加
盟

団
体
数
73
団
体
）
で
は
、
地
域
の
民
俗

芸
能
の
保
存
や
伝
承
を
目
的
に
、
都
城

民
俗
芸
能
祭
を
開
催
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

生
活
文
化
課　

☎
23

－

２
１
３
２

都
城
市
文
化
振
興
財
団

☎
23

－

７
１
４
０

「
郷
土
の
宝
」
の
継
承

都
城
に
は
、
伝
統
に
育
ま
れ
た
「
郷

土
の
宝
」
と
も
い
え
る
民
俗
芸
能
が
数

多
く
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
民
俗
芸
能
は
、
集
落
で
大

切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す

が
、
後
継
者
不
足
に
よ
り
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
地
域
の
高
齢
者
の
記
憶
や
残
さ
れ

た
文
献
を
基
に
、
民
俗
芸
能
を
復
活
さ

せ
、
保
存
会
を
立
ち
上
げ
た
地
域
や
集

落
も
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
民

俗
芸
能
を
後
世
に
伝
え
、
郷
土
の
誇
り

と
す
る
た
め
、
毎
年
、
都
城
民
俗
芸
能

祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
若
い
世
代
へ
引
き
継
ご
う

と
指
導
が
続
け
ら
れ
て
い
る
八は
っ

反た
ん

俵
踊

安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
、「
安
全
・
安
心
み
や
こ
ん
じ
ょ

盆
地
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
安
全
・
安
心
な
生
活
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

生
活
文
化
課　

☎
23

－

７
１
８
３

特
殊
詐
欺
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん

県
内
で
は
６
月
末
現
在
、
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
の
被
害
２
億

１
、３
０
０
万
円
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
内
で
も
、
女
性
の
高
齢
者
が

１
億
１
、０
０
０
万
円
を
だ
ま
し
取
ら

れ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
不
審

な
電
話
が
あ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
誰
か

に
相
談
し
、警
察
へ
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

【
特
殊
詐
欺
の
キ
ー
ワ
ー
ド
】

・
還
付
金
が
あ
る
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
け

・
宅
配
や
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
現
金
送
付

・
融
資
を
受
け
る
前
に
保
証
金
を
払
え

自
転
車
の
盗
難
が
増
え
て
い
ま
す

本
市
の
８
月
現
在
の
自
転
車
盗
難
件

数
は
３
３
４
件
で
、
昨
年
の
同
時
期
と

比
較
す
る
と
１
６
２
台
（
94
・
２
㌫
）

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
１
７
３

件
（
51
・
８
㌫
）
が
無
施
錠
で
し
た
。

【
自
転
車
盗
難
防
止
の
３
カ
条
】

・
鍵
は
二
重
（
２
ロ
ッ
ク
）
に
す
る

・
わ
ず
か
な
時
間
の
駐
輪
も
施
錠
す
る

・
防
犯
登
録
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
付
す
る

犯
罪
の
起
き
に
く
い
環
境
づ
く
り

犯
罪
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
犯
罪
の
起

き
に
く
い
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

犯
罪
者
が
犯
行
を
あ
き
ら
め
た
理
由
に

「
地
域
の
人
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
り
、

あ
い
さ
つ
を
さ
れ
た
り
し
た
」「
防
犯

看
板
が
あ
り
、
防
犯
に
関
心
の
あ
る
地

域
だ
と
思
っ
た
」「
パ
ト
ロ
ー
ル
中
の

青
パ
ト
を
見
た
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
絆
を
生
か
し
て
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

郷
土
の
伝
統
を
後
世
へ

安
全
・
安
心
な

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

〜
民
俗
芸
能
を
守
り
伝
え
る
た
め
に
〜

犯罪は犯罪は

許許しません!しません!

八反俵踊
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伝
統
と
文
化
を
楽
し
く
学
ぶ

伝
統
的
工
芸
品
教
育
事
業

国
の
伝
統
的
工
芸
品
「
都
城
大だ

い

弓き
ゅ
う

」

を
学
ぶ
学
習
会
が
９
月
21
日
、
都
城
島

津
邸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
習
会
に

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
都
城
歴
史
と
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
会
議
が
５
月
か
ら
実
施
し

て
い
る
「
郷ご

中じ
ゅ
う

教
育
」
を
受
講
す
る
小

学
生
ら
約
20
人
が
参
加
。
子
ど
も
ら
は
、

伝
統
工
芸
士
に
よ
る
製
作
実
演
を
交
え

た
説
明
に
興
味
深
く
耳
を
傾
け
、
学
び

を
深
め
て
い
ま
し
た
。
母
親
と
参
加
し

た
富
岡
友ゆ

う

希き

く
ん
（
財
部
小
５
年
）
は

「
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
工
程
で

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
弓

を
作
っ
て
い
る
姿
が
か
っ
こ
よ
か
っ

た
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

は
ば
た
け
未
来
の
巨
匠

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン

高
校
生
が
、
食
材
の
仕
入
れ
か
ら
、

調
理
、
接
客
ま
で
を
実
践
す
る
高
校
生

レ
ス
ト
ラ
ン
が
９
月
14
日
、
市
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
都
城
市

ま
ち
な
か
活
性
化
プ
ラ
ン
の
補
助
事
業

を
活
用
し
た
こ
の
取
り
組
み
に
、
都
城

東
高
校
の
生
徒
ら
が
参
加
。
来
場
者
ら

は
、
プ
ロ
を
目
指
す
生
徒
ら
が
考
案
し

た
、
地
ど
れ
の
新
鮮
野
菜
や
都
城
牛
な

ど
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
宮
元
順
子
さ
ん
（
三
股
町
）

は
「
素
材
の
味
が
生
か
さ
れ
て
い
て
お

い
し
い
。
都
城
牛
の
う
ま
味
が
、
ガ
ー

リ
ッ
ク
ラ
イ
ス
と
よ
く
合
い
ま
す
ね
」

と
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

郷
土
愛
に
あ
ふ
れ
た
力
作
ず
ら
り

都
城
市
美
術
展

都
城
市
美
術
展
が
９
月
26
日
か
ら
10

月
13
日
ま
で
、
市
立
美
術
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
人
や
自
然
な
ど
の
テ
ー
マ

ご
と
に
３
４
６
点
を
展
示
。
来
場
者
ら

は
、
同
じ
題
材
で
も
絵
画
や
彫
刻
な
ど

で
異
な
る
表
現
を
、
楽
し
み
な
が
ら
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
27
日

に
は
、
実
行
委
員
ら
が
作
品
の
解
説
を

行
う
鑑
賞
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。
実
行

委
員
長
の
河
野
宗そ
う

平へ
い

さ
ん
（
五
十
町
）

は
、「
鑑
賞
会
も
、
作
者
自
身
も
楽
し

み
な
が
ら
作
品
の
反
応
が
見
ら
れ
る
良

い
機
会
。
部
門
ご
と
に
募
集
し
て
い
た

頃
よ
り
も
表
現
の
多
様
化
が
進
ん
で
い

る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

笑
み
こ
ぼ
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
か
か
し
た
ち

山
田
の
か
か
し
村
ま
つ
り
・
か
か
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

山
田
の
か
か
し
村
ま
つ
り
が
９
月
27

日
、
一
堂
ヶ
丘
公
園
で
開
催
さ
れ
、
た

く
さ
ん
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
併
せ
て
開
催
さ
れ
た
手
作
り
の
か

か
し
の
出
来
映
え
を
競
う
か
か
し
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
数
多
く
の
か
か
し

を
展
示
。
ユ
ニ
ー
ク
な
か
か
し
た
ち

が
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。「
だ
れ
や
み
」
を
テ
ー
マ
に
表

情
豊
か
な
作
品
を
出
品
し
た
吉
田
進
さ

ん
（
山
田
町
中
霧
島
）
は
「
焼
酎
を
片

手
に
楽
し
み
な
が
ら
、
７
家
族
共
同
で

１
週
間
か
け
て
作
り
ま
し
た
。
か
か
し

の
表
情
が
私
に
そ
っ
く
り
だ
と
言
わ
れ

ま
す
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
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安
全
で
正
常
な
稼
動
を
祈
願

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
火
入
れ
式

山
田
町
山
田
に
建
設
中
の
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
10
月
８
日
、
焼
却
炉
の
火

入
れ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
清

掃
工
場
（
郡
元
町
）
が
老
朽
化
し
た
た

め
、
２
０
１
２
年
９
月
に
着
工
。
来
年

３
月
の
本
格
稼
動
に
向
け
て
建
設
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
施
設
の
完
成

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
不
燃
ご
み
と
し
て

埋
め
立
て
処
分
し
て
い
た
ご
み
の
一
部

が
焼
却
で
き
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、
廃

熱
を
利
用
し
た
発
電
機
を
備
え
、
電
力

の
一
部
を
売
電
し
ま
す
。
市
長
は
「
安

全
で
正
常
に
稼
動
し
続
け
る
こ
と
が
大

切
。
無
事
稼
動
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

み
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

地
域
農
産
物
の
魅
力
発
信
に
向
け
て

６
次
化
事
業
者
育
成
支
援
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

６
次
産
業
化
を
目
指
す
市
内
の
農
畜

産
業
者
を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
10
月
２
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
販
売
や
食

品
加
工
の
専
門
家
を
招
い
て
の
実
施
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
検
証
や
販
路

拡
大
、
商
品
開
発
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

終
了
後
は
、
参
加
者
の
農
畜
産
物
を
使

っ
た
食
事
会
も
開
催
。
清せ
い

藤と
う

智と
も

之ゆ
き

さ
ん

（
太
郎
坊
町
）
は
「
新
し
い
販
路
な
ど

を
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

地
域
内
で
連
携
し
て
で
き
る
こ
と
を
考

え
た
い
」
と
、
今
後
の
取
り
組
み
へ
の

意
欲
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
一
の
肉
の
ま
ち
、
大
い
に
に
ぎ
わ
う

焼
き
肉
カ
ー
ニ
バ
ル

都
城
の
秋
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
き
た
焼
き
肉
カ
ー
ニ
バ
ル
が
10
月
４

日
、
高
城
観
音
池
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
台
風
接
近
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

る
中
、
１
万
５
、０
０
０
人
が
詰
め
掛

け
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。来
場
者
ら
は
、

卓
上
に
用
意
さ
れ
た
炭
火
コ
ン
ロ
で
、

都
城
産
の
牛
肉
や
豚
肉
、
鶏
肉
な
ど
を

味
わ
っ
た
り
、
ダ
ン
ス
や
音
楽
の
演
奏

な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

上か
み

迫さ
こ

孝た
か

子こ

さ
ん
（
曽
於
市
）
は
「
焼
き

肉
も
お
い
し
く
、
い
ろ
い
ろ
な
出
し
物

が
あ
っ
て
楽
し
い
催
し
。
た
く
さ
ん
の

来
場
者
で
都
城
の
元
気
を
感
じ
た
」
と

イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

盤
上
の
熱
き
戦
い

女
流
王
将
戦

女
流
王
将
戦
第
１
局
都
城
大
会
が
10

月
４
日
、
霧
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ガ
ー
デ

ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
香
川
愛ま
な

生お

女

流
王
将
と
清
水
市い
ち

代よ

六
段
が
対
戦
。
三

番
勝
負
の
初
戦
は
、
挑
戦
者
の
清
水
六

段
が
１
１
７
手
で
先
勝
し
ま
し
た
。
ま

た
、
同
会
場
内
で
は
、
プ
ロ
棋
士
に
よ

る
大
盤
解
説
や
指
導
対
局
、
将
棋
に
関

す
る
ク
イ
ズ
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の

将
棋
愛
好
家
ら
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
大
盤
解
説
を
熱
心
に
聞
い
て
い
た

萩
野
英
明
さ
ん
（
大
岩
田
町
）
は
「
プ

ロ
の
打
ち
方
は
鋭
く
、
ス
ピ
ー
ド
感
も

感
じ
ら
れ
る
。今
後
の
参
考
に
し
た
い
」

と
関
心
し
て
い
ま
し
た
。
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生
き
る
こ
と
の
喜
び
や
悲
し
み
、

命
の
大
切
さ
な
ど
を
メ
ロ
デ
ィ

ー
に
乗
せ
て
歌
う
「
第
39
回
わ
た
ぼ
う

し
音
楽
祭
」
が
、
９
月
７
日
に
奈
良
市

で
開
催
さ
れ
、
小
山
貴
也
さ
ん
（
山
之

口
町
花
木
）
が
最
高
賞
「
わ
た
ぼ
う
し

大
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

小
山
さ
ん
は
幼
い
頃
、
意
思
に
反
し

て
突
発
的
に
声
が
出
る
病
気
を
発
症
し

ま
し
た
。
小
学
生
の
頃
に
一
度
は
治
ま

り
ま
し
た
が
、
高
校
卒
業
前
に
再
発
。

周
り
に
病
気
の
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

え
ず
、自
己
嫌
悪
に
陥
る
こ
と
も
あ
り
、

20
代
で
は
病
気
を
理
由
に
引
き
こ
も
り

が
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
何
の
解
決
に
も
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
た
時
、
テ
レ
ビ
の
音

楽
番
組
で
流
れ
て
い
た
曲
が
心
に
響

き
、
小
さ
い
頃
か
ら
好
き
だ
っ
た
音
楽

を
本
格
的
に
始
め
ま
し
た
。
以
来
、
音

楽
に
打
ち
込
み
、
地
域
の
福
祉
施
設
で

演
奏
す
る
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
し
て

い
て
、
三
股
町
を
中
心
に
活
動
す
る
バ

ン
ド
「
カ
ー
ニ
バ
ル
」
で
は
、
音
楽
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
、
演
奏
す
る
曲

目
の
作
曲
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
続
け
る
傍
ら
で
、「
ど
ん
な

時
も
自
分
を
励
ま
し
支
え
て
く
れ
た
父

親
に
、
い
つ
か
恩
返
し
を
し
た
い
」
と

思
っ
て
い
た
小
山
さ
ん
。
知
人
を
通
じ

て
、
わ
た
ぼ
う
し
音
楽
祭
の
こ
と
を
知

り
、
父
親
へ
の
敬
意
や
感
謝
を
込
め
た

曲
を
作
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
完
成
し
た
曲
「
Ｓ
ｏ
ｒ
ｒ
ｙ 

Ｄ
ａ
ｄ
ｄ
ｙ
」
は
全
国
か
ら
６
７
３
点

の
応
募
が
あ
っ
た
中
で
、
入
選
８
作
品

に
選
ば
れ
、
本
選
に
出
場
。
ス
テ
ー
ジ

で
父
親
へ
の
感
謝
の
思
い
を
込
め
て
熱

唱
し
、
見
事
「
わ
た
ぼ
う
し
大
賞
」
の

栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。「
受
賞
し
た

瞬
間
は
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
た
が
、
す

ぐ
に
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
父

親
は
も
ち
ろ
ん
、
応
援
し
て
く
れ
た
全

て
の
人
に
感
謝
し
て
い
る
」
と
振
り
返

り
ま
す
。

　
「
音
楽
に
は
、
勇
気
や
夢
を
与
え
、

前
向
き
な
気
持
ち
へ
と
導
く
力
が
あ

る
」
と
話
す
小
山
さ
ん
。「
こ
れ
か
ら

も
音
楽
を
通
し
て
世
の
中
の
役
に
立
ち

た
い
」と
力
強
く
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

曲
を
曲
を
曲
を
作
る
作
る
作
る
作

こ
と
こ
と
こ
と
を
決
を
決
を
決決
意
し
意
し
意
し
意
し
ま
し
ま
し
ま
しし
た
。
た
。
た
。。

smiling faces of miyakonojo

感謝の思いを歌に乗せて
音楽家

小
お

山
やま

 貴
たか　なり

也さん
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1日の野菜摂取量は
350g
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きのこは低カロリーで、食物繊維やビタミンＢ１、ビタミ
ンＢ2、ミネラルが豊富に含まれています。便秘解消

や動脈硬化、肥満予防などに効果があります。

◎問い合わせ　健康課　☎ 23－ 2765

曽
於
市
か
ら
見
え
る
霧
島
山
の
絶
景

ポ
イ
ン
ト
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
今
回
は
、
財
部
町
財
部
北

か
ら
見
え
る
霧
島
連
山
の
眺
め
を
紹
介

し
ま
す
。

財
部
町
は
、
霧
島
火
山
群
の
東
南
麓

に
位
置
し
、
そ
の
一
部
が
高
千
穂
の
裾

野
に
あ
り
ま
す
。

■
線
対
称
に
見
え
る
高
千
穂
峰

「
自
宅
か
ら
眺
め
る
高
千
穂
峰
は
、
線

対
称
で
と
て
も
美
し
い
で
す
」
と
話
す

の
は
、
鹿
児
島
県
の
県
道
２
号
沿
い
に

あ
る
直
販
所
「
き
た
ん
市
場
」
理
事
長

の
松
ノ
下
幸ゆ
き

人と

さ
ん
。

幼
少
期
か
ら
霧
島
連
山
を
眺
め
、
そ

の
変
化
を
見
続
け
て
き
た
松
ノ
下
さ
ん
。

山
肌
の
赤
褐
色
と
新
緑
が
織
り
な
す
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
は
、

見
て
い
る
と
気
持

ち
が
穏
や
か
に
な

り
ま
す
」
と
笑
み

が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

■
勇
壮
な
霧
島
連
山
を
一
望

松
ノ
下
さ
ん
の
自
宅
付
近
か
ら
は
、

霧
島
連
山
を
一
望
で
き
ま
す
。「
二
子

石
や
高
千
穂
峰
、
御
鉢
、
中
岳
、
新
燃
岳
、

韓
国
岳
、
大
浪
池
。
い
つ
も
何
気
な
く

こ
の
場
所
か
ら
霧
島
連
山
を
眺
め
て
い

ま
す
が
、
と
て
も
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

絵
に
描
い
た
よ
う
に
勇
壮
で
美
し
い
霧

島
は
、
我
が
ま
ち
の
自
慢
で
す
ね
。」
と

誇
ら
し
げ
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

き
た
ん
市
場

農
家
が
共
同
経
営
し
て
い
て
、
地
元

の
農
産
物
だ
け
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

曽
於
市
企
画
課　

☎
76

－

8
8
0
2

きのこたっぷりビーフチャップ　　　※1人分169kcal、塩分2.0g

※
環
霧
島
圏
域
の

イ
ベ
ン
ト
情
報

を
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
て
い
ま
す

耐熱皿にご飯を入れ、ビーフチャップとチーズをのせ、
オーブンで焼くとドリアとして楽しめます。また、オ
ムレツにかけてもボリューム満点でおいしいですよ。

松ノ下幸人さん
（曽於市財部町）

ちょっと
ひと工夫

●材料（4人分）　　※大…大さじ　小…小さじ
牛肉…160g　玉ネギ…120g　ニンジン…40g　シメジ…１袋
エノキダケ…１束　トマト缶（カット）…180g
低脂肪ホイップ…20㏄　パセリ・ブロッコリー…適宜
Ａ【ニンニク…１かけ　サラダ油…小1/2】

Ｂ　砂糖…小１　濃口しょうゆ…小１　コンソメ…１個
　　水…100㏄　酒…大２　ウスターソース…大１
Ｃ【塩…小1/3　こしょう…少々】

●下準備
牛肉…食べやすい大きさに切る
玉ネギ、ニンジン…千切りにする
エノキダケ…根元を切って半分に切る
シメジ…根元を切って小房に分ける
ニンニク…みじん切りにする

●作り方
①鍋でＡを炒め、香りが出てきたら、牛肉と野菜を入れ
て炒める。牛肉の色が変わったらトマトを入れて煮る
②①が煮えたらＢを加え、中火で30分ほど煮込む
③Ｃで味を整えて器に盛り、ブロッコリーを添えて生ク
リームとパセリを好みでかける

松ノ下さんの
自宅付近から見える霧島連山
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

募

集

市
役
所
嘱
託
職
員

【
発
掘
調
査
員
】

●
対
象　

考
古
学
学
芸
員
の
有
資
格
者
ま

た
は
埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
や
本
調
査
に
従

事
し
、
有
資
格
者
と
同
等
の
考
古
学
の
知

識
を
持
つ
人
で
、
発
掘
調
査
報
告
書
執
筆

の
実
績
を
持
ち
、
本
人
お
よ
び
世
帯
員
に

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

●
定
員　

若
干
名

●
賃
金　

月
額
20
万
円
（
雇
用
保
険
、
健

康
保
険
、
厚
生
年
金
に
加
入
）

●
勤
務　

月
〜
金
曜
日
の
８
時
30
分
〜
17

時
15
分
（
月
に
15
日
勤
務
）

●
雇
用
期
間　

27
年
４
月
〜
９
月
ま
で
の

半
年
間
、
そ
の
後
は
勤
務
状
況
に
応
じ
て

６
カ
月
更
新
（
最
長
雇
用
期
間
は
３
年
）

　

12
月
１
日
㈪
〜
１
月
16
日
㈮
ま
で

に
、
履
歴
書
を
文
化
財
課
ま
で
持
参

☎
23

－

９
５
４
７

【
看
護
師
】

●
対
象　

看
護
師
資
格
を
有
す
る
人

●
定
員　

１
人

●
賃
金　

月
額
11
万
７
、０
０
０
円
程
度

●
業
務
内
容　

精
神
保
健
に
関
す
る
こ
と

●
勤
務
場
所　

福
祉
課

●
勤
務　

月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
16
時

　

11
月
28
日
㈮
ま
で
に
履
歴
書
と
資

格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
を
福
祉
課
へ

持
参
ま
た
は
送
付　

☎
23

－

２
９
８
０

ご
当
地
ラ
ジ
オ
体
操
出
演
者

　

市
で
は
、
み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
ラ
ジ
オ
体

操
の
映
像
を
作
成
し
ま
す
。
一
緒
に
笑
顔

で
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
・
定
員　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内

へ
通
勤
、
通
学
す
る
６
人
以
内
の
グ
ル
ー

プ
ま
た
は
個
人　

10
組
程
度

※ 

撮
影
し
た
映
像
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

動
画
投
稿
サ
イ
ト
で
配
信
し
ま
す
。
応

募
多
数
の
場
合
は
、
選
考
あ
り

　

11
月
21
日
㈮
ま
で
に
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、総
合
政
策
課
（
〒
885

－

８
５
５
５
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参　

☎
23

－
２
１
１
５

総
合
文
化
ホ
ー
ル　

ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
・
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集

●
募
集
期
間　

11
月
4
日
㈫
〜
12
月
19
日

㈮
17
時
15
分
ま
で

●
応
募
資
格　

市
内
に
本
社
や
支
店
、
営

業
所
を
有
す
る
法
人

●
命
名
権
料　

年
額
２
、０
０
０
万
円（
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
相
当
額
を
含
む
）

以
上

●
愛
称
の
条
件　

Ｍ
Ｊ
を
入
れ
る
こ
と

●
契
約
期
間　

５
年
以
上
10
年
以
下

●
費
用
負
担　

広
告
物
な
ど
の
改
修
や
撤

去
な
ど
に
係
る
費
用
は
ス
ポ
ン
サ
ー
負
担

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

く
だ
さ
い

　

生
活
文
化
課　

☎
23

－

２
１
３
２

平
成
27
年
度
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

　

市
内
小
学
校
の
外
国
語
活
動
や
中
学
校

の
英
語
科
の
授
業
で
、
英
語
指
導
の
補
助

を
行
う
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
募
集
し
ま
す
。

●
勤
務
場
所　

市
内
の
小
・
中
学
校

●
勤
務
時
間　

８
時
30
分
〜
12
時
30
分　

※
１
日
４
時
間

●
対
象　

都
城
市
周
辺
に
住
む
外
国
人
市

民
で
、
母
国
語
ま
た
は
第
２
言
語
が
英
語

で
あ
り
、
日
本
語
を
理
解
で
き
る
人

●
定
員　

若
干
名

●
賃
金　

１
時
間
２
、６
３
０
円
（
予
定
）

　

11
月
10
日
㈪
〜
12
月
12
日
㈮
ま
で

に
履
歴
書
と
在
留
カ
ー
ド
を
学
校
教
育
課

に
提
出　

☎
23

－

９
５
４
４

成
人
記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
参
加
者

●
日
時　

１
月
18
日
㈰

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
12
時

●
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●
種
目

【
男
子
】
２
㌔
（
小
学
３
〜
６
年
生
）

５
㌔
（
中
学
・
高
校
生
、
一
般
、
壮
年
）

【
女
子
】
２
㌔
（
小
学
３
〜
６
年
生
）

３
㌔
（
中
学
・
高
校
生
、
一
般
、
壮
年
）

●
参
加
料　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
５
０

０
円　

一
般
・
壮
年
１
、０
０
０
円

　

12
月
８
日
㈪
ま
で
に
メ
ー
ル
で
都

城
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

☎
26

－

４
５
１
０
（
18
時
以
降
）

sinro@
m
dom
inico.ac.jp
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

若
者
定
住
宅
地
分
譲
地
の
購
入
者

●
住
所
・
面
積
・
価
格　

笛
水
地
区
宅
地
分
譲
地

笛
水
地
区
宅
地
分
譲
地

笛
水
１
２
６
１-

９　

５
５
０
·
46
平
方
㍍

99
万
6
、０
０
０
円

笛
水
１
２
６
１-

13　

４
９
１
·
50
平
方
㍍

88
万
8
、０
０
０
円

笛
水
１
２
６
１-
14　

４
９
１
·
28
平
方
㍍

88
万
8
、０
０
０
円

笛
水
１
２
６
１-
15　

４
９
7
·
24
平
方
㍍

90
万
円

笛
水
１
２
６
１-

16　

５
０
8
·
38
平
方
㍍

92
万
４
、０
０
０
円

江
平
地
区
宅
地
分
譲
地

江
平
２
３
２
７-

18　

４
６
８
·
31
平
方
㍍

１
４
１
万
円

江
平
２
３
２
７-

19　

４
６
８
·
04
平
方
㍍

１
４
１
万
円

江
平
２
３
２
９-

11
外　

４
６
7
·
49
平
方
㍍

１
４
１
万
円

江
平
２
３
２
９-

12　

４
６
7
·
20
平
方
㍍

１
４
１
万
円

江
平
２
３
２
９-

13　

４
７
４
·
59
平
方
㍍

１
３
５
万
8
、０
０
０
円

江
平
２
３
２
９-

16　

５
３
８
·
42
平
方
㍍

１
５
４
万
8
、０
０
０
円

江
平
２
３
２
９-

17　

５
２
６
·
61
平
方
㍍

１
５
９
万
円

●
申
込
資
格　

高
崎
町
に
永
住
を
希
望

し
、
満
18
歳
以
上
で
家
族
構
成
員
が
２
人

以
上
の
人

●
分
譲
条
件　

３
年
以
内
に
住
宅
を
建
築

し
居
住
す
る
こ
と

●
必
要
書
類　

宅
地
分
譲
申
込
書
、
住
民

票
の
写
し
、
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所
得
証

明※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

く
だ
さ
い

催

し

　

11
月
10
日
㈪
か
ら
高
崎
総
合
支
所

地
域
振
興
課　

☎
62

－

１
１
１
１

都
城
市
総
合
文
化
祭

●
日
程　

展
示
部
門　

11
月
７
日
㈮
〜
９
日
㈰

公
演
部
門　

11
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

展
示
部
門
（
絵
画
、
書
道
、
華

道
、
陶
芸
、
写
真
、
彫
刻
な
ど
）、
公
演
部

門
（
音
楽
、
舞
踊
な
ど
）

●
入
場
料　

公
演
部
門　

１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

展
示
部
門
無
料

　

生
活
文
化
課　

☎
23

－

２
１
３
２

都
城
島
津
邸
で
お
茶
会
（
煎
茶
）

●
日
時　

11
月
16
日
㈰　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
島
津
邸
石
蔵

●
対
象　

本
宅
ま
た
は
都
城
島
津
伝
承
館

を
観
覧
し
た
人
に
無
料
提
供

※
当
日
の
観
覧
券
の
半
券
が
必
要

●
定
員　

先
着
１
０
０
人

　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

平
成
27
年
都
城
市
成
人
式

　

地
区
ご
と
に
開
催
日
時
・
会
場
が
異
な

り
ま
す
。
対
象
者
で
案
内
状
が
届
か
な
い

人
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
開

式
前
に
記
念
撮
影
を
行
う
会
場
も
あ
り
ま

す
の
で
、
開
始
時
間
ま
で
に
は
、
集
合
し

て
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
７

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

地
区

日
程
・
開
始
時
間
・
場
所

姫
城

１
／
４
㈰　

10
時
30
分

中
央
公
民
館

小
松
原

1
／
４
㈰　

10
時
30
分

小
松
原
中
学
校
体
育
館

妻
ケ
丘

1
／
４
㈰　

10
時

妻
ケ
丘
中
学
校
体
育
館

祝
吉

1
／
４
㈰　

13
時
30
分

祝
吉
中
学
校
体
育
館

五
十
市

１
／
４
㈰　

10
時

五
十
市
地
区
公
民
館

横
市

1
／
４
㈰　

10
時

西
中
学
校
体
育
館

沖
水

1
／
４
㈰　

10
時

沖
水
中
学
校
体
育
館

志
和
池

1
／
４
㈰　

10
時
30
分

志
和
池
中
学
校
体
育
館

庄
内

1
／
４
㈰　

10
時

庄
内
中
学
校
体
育
館

西
岳

１
／
３
㈯　

10
時
30
分

西
岳
地
区
公
民
館

中
郷

1
／
４
㈰　

13
時

中
郷
地
区
公
民
館

山
之
口

1
／
３
㈯　

10
時

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

高
城

１
／
４
㈰　

10
時
30
分

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

山
田

１
／
４
㈰　

10
時

山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

高
崎

１
／
４
㈰　

10
時

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

都
城
き
り
し

ま
支
援
学
校

１
／
10
㈯　

10
時
40
分

都
城
き
り
し
ま
支
援
学
校
体
育
館

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

　
　

各
総
合
支
所
の
教
育
課
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

●
日
時　

12
月
13
日
㈯　

９
時
〜
15
時

※
雨
天
時
は
、
12
月
14
日
㈰
に
順
延

●
集
合
場
所　

滝
の
駅
せ
き
の
お

●
コ
ー
ス　

大
川
原
峡
↓
桐
原
の
滝
↓
三

連
轟
↓
溝
ノ
口
洞
穴
↓
関
之
尾
滝（
12
㌔
）

※
タ
オ
ル
や
飲
み
物
は
各
自
持
参

●
定
員　

20
人　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
料　

１
、２
０
０
円

※
保
険
料
と
昼
食
代
を
含
む

　

都
城
観
光
協
会　

　
　
　

☎
23

－

２
４
６
０

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
コ
ー
ラ
ス
】

●
日
時　

11
月
20
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

遊
声

　

文
化
振
興
財
団　

☎
23

－
７
１
４
０

山
之
口
麓
文
弥
節

人
形
浄
瑠
璃
定
期
公
演

●
日
時　

11
月
16
日
㈰　

14
時
開
演

●
場
所　

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
（
人
形
の
館
）

●
演
目　

娘
手
踊
り
（
お
伊
勢
参
り
）、

門
出
八
嶋

－

八
嶋
合
戦
の
段
・
八
嶋
の
浦

の
段
、
間あ

い

狂
言

－

太
郎
の
御ご

ぜ
む
け

前
迎 

　

山
之
口
教
育
課　

☎
57

－

３
１
１
１

都
城
市
地
域
福
祉
推
進
大
会（
無
料
）

　

社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
個
人

や
団
体
な
ど
の
表
彰
と
、
地
域
福
祉
活
動

の
実
践
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
20
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

12
月
４
日
㈭
〜
10
日
㈬
は
「
人
権
週
間
」

人
権
啓
発
推
進
大
会
・
講
演
会（
無
料
）

●
日
時　

12
月
６
日
㈯

　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

※ 

13
時
30
分
か
ら
人
権
啓
発
標
語
入
賞
者

の
表
彰
式
が
あ
り
ま
す

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

に
し
ゃ
ん
た
さ
ん
に
よ
る
講
演

「
違
い
を
楽
し
み
、
力
に
変
え
る
」

※
託
児
あ
り
（
事
前
の
予
約
が
必
要
）

　

11
月
28
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
23

－

９
５
４
５

託
児
付
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
布
小
物
作
り
」

●
日
時　

11
月
13
日
㈭　

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

都
城
島
津
邸
石
蔵

●
対
象
・
定
員　

乳
幼
児
と
母
親
６
組

※
要
申
し
込
み

●
参
加
料　

一
組
当
た
り
５
０
０
円

　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

11
月
26
日
㈬

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
な
ど　

※
要
申
し
込
み

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

各
種
技
能
講
座
（
無
料
）

●
講
座
名
・
日
程
・
定
員
・
受
講
料

酸
素
欠
乏
・
硫
化
水
素
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習

11
／
25
㈫
〜
27 

㈭　

１
０
０
人

１
万
４
、４
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
２
、１
６
０
円
）

有
機
溶
剤
作
業
主
任
者
技
術
者
技
能
講
習

12
／
10
㈬
〜
25 

㈭　

１
０
０
人

９
、２
５
７
円
（
テ
キ
ス
ト
代
１
、９
４
４
円
）

●
場
所　

都
城
地
区
建
設
業
協
会

　

宮
崎
労
働
基
準
協
会　

都
城
支
部

　
　
　

☎
24

－

５
６
０
３

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

　

高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め

に
は
、
地
域
の
力
が
必
要
で
す
。
地
域
住

民
や
関
係
機
関
が
、
信
頼
関
係
を
築
き
地

域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
13
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

各
地
区
の
事
例
発
表
や
講
演

　

11
月
28
日
㈮
ま
で
に
介
護
保
険
課

　
　
　

☎
23

－

３
１
８
４

講
座
・
教
室

催

し
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公
共
職
業
訓
練
受
講
生（
無
料
）

●
コ
ー
ス
名
・
定
員

金
属
加
工
科　

16
人

※
電
気
制
御
科
（
企
業
実
習
あ
り
）　

16
人

●
開
講
月　

平
成
27
年
２
月

●
訓
練
期
間　

６
カ
月

※

印
は
訓
練
導
入
講
習
付
き
の
７
カ
月

●
募
集
期
間　

12
月
１
日
㈪
〜
26
日
㈮

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
の
自
己
負
担
あ
り

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城　

　
　
　

☎
22

－

１
７
４
５

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

12
月
４
日
㈭　

20
時
〜
22
時

●
場
所　

山
之
口
運
動
公
園
体
育
館

●
定
員　

20
人

　

11
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
山
之
口
運

動
公
園　

☎
57

－

２
８
０
０

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
主
催

【
き
ら
り
楽
習
教
室
】

　

７
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ
（
全
８
回
）

毎
週
火
曜
日
（
11
／
25
㈫
〜
1
／
27 

㈫
）

15
時
〜
16
時　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

４
、４
０
０
円　

締
め
切
り
：
11
／
17
㈪

ヨ
ガ
（
全
６
回
）

第
２
・
４
火
曜
日
（
12
／
２
㈫
〜
２
／
24 

㈫
）

※
12
月
の
み
第
１
・
２
火
曜
日

13
時
〜
14
時　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

３
、３
０
０
円　

締
め
切
り
：
11
／
21
㈮

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－
４
０
８
０

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
教
室
名
・
日
時
・
定
員
・
費
用
・
締
め
切
り

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
で
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル

12
／
10
㈬　

10
時
〜
12
時　

20
人

２
、０
０
０
円　

締
め
切
り
：
12
／
３
㈬

※
ペ
ン
チ
、
新
聞
紙
、
ご
み
袋
を
持
参

飾
り
切
り
フ
ル
ー
ツ
添
え
の
ク
リ
ス
マ
ス
お
菓
子

12
／
14
㈰　

10
時
〜
13
時　

15
人　

１
、０
０
０
円　

締
め
切
り
：
12
／
5
㈮

※
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
持
参

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

－

２
０
０
１

地
域
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

●
日
時　

12
月
５
日
㈮　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校

●
定
員　

30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

11
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
都
城
調
理

師
高
等
専
修
学
校　

☎
22

－

４
６
２
６

子育て支援センター行事予定
◆都城市子育て支援センター　　　　☎ 22-1659

11/17 ㈪
10時～

いちごクラブ「小麦粉粘土遊び」
対象： 2歳以上の親子

11/19 ㈬
10時～

マタニティの会「妊娠中・産前産
後についての話や沐浴指導など」
対象：妊婦　※要申し込み

11/26 ㈬
10時～

とんとんクラブ「親子でおやつ作
り」対象： 2歳以上の親子　
※要申し込み

12/ 3 ㈬
10時～

子ども・子育て支援新制度につい
て「認定こども園の仕組みや認定
の手続きについて知ろう」
※要申し込み

12/15 ㈪
13時30分～

あかちゃんパーク・集いの日
「クリスマス会」
対象： 0、1歳の親子
場所：社会福祉センター　
※要申し込み

◆山之口子育て支援センター　　　　☎ 57-3298

11/25 ㈫
10時～

出前保育「ぽっかぽか」
「体育館で思いきり遊ぼう！」
場所：麓地区体育館

11/28 ㈮
10時30分～

高齢者施設慰問「おじいちゃん、
おばあちゃんとふれあいましょう」
場所：東岳荘

12/ 2  ㈫
10時30分～

公園で遊ぼう「公園でいっぱい遊
ぼう」場所：山之口運動公園

12/ 4  ㈭
９時30分～

なかよし広場「みんなで遊んだ後
にリズム体操をしよう」

◆山田子育て支援センター　　　　　☎ 64-3171

11/17 ㈪
10時30分～

子ども・子育て支援新制度につい
て「認定こども園の仕組みや認定
の手続きについて知ろう」

11/26 ㈬
10時～

誕生会「10・11 月生まれのお友だ
ちをみんなで祝おう」

12/ 4  ㈭
10時～

身体測定
「子どもの成長を数字で知ろう」

12/11㈭
10時～

にこにこ教室
「クリスマス帽子の製作」
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
お
節
料
理
教
室

●
日
時　

12
月
７
日
㈰
・
21
日
㈰

　
　
　
　

10
時
〜

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

各
20
人　

※
先
着
順

●
参
加
料　

１
、３
０
０
円

　

藤
元
早
鈴
病
院　

　
　
　

☎
25

－

６
１
１
５

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

11
月
27
日
㈭　

14
時
〜
15
時

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

●
定
員　

80
人

●
内
容　

加
齢
に
伴
う
皮
膚
疾
患

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

　
　
　

☎
23

－

４
１
１
１

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
無
料
）

　

契
約
や
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

11
月
21
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

女
性
専
門
・
不
妊
専
門
相
談（
無
料
）

●
場
所　

都
城
保
健
所

【
女
性
専
門
相
談
「
ス
マ
イ
ル
」】

　

妊
娠
や
出
産
、
育
児
、
避
妊
、
乳
が
ん

な
ど
女
性
の
健
康
問
題
に
関
す
る
相
談

●
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
不
妊
専
門
相
談
「
ウ
イ
ン
グ
」】

　

不
妊
治
療
の
検
査
や
費
用
、
医
療
機
関

の
情
報
な
ど
、
不
妊
に
関
す
る
相
談

●
日
時　

第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
専
用
電
話　

☎
０
９
０

－
８
９
１
２

－

５
３
３
１　

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

●
期
間　

11
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈰

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
19
時

※
土
・
日
曜
日
は
10
時
〜
17
時

●
相
談
専
用
電
話　

☎
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０　

【
無
料
弁
護
士
相
談
】

●
日
程　

11
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

●
場
所　

宮
崎
県
地
方
法
務
局

　
　
　
　
（
宮
崎
市
別
府
町
１
番
１
号
）

※
事
前
予
約
が
必
要

　

宮
崎
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　

☎
０
９
８
５

－

22

－

５
２
１
４

く
ら
し
の
便
利
帳
の
発
行

　

市
で
は
、
市
民
の
暮
ら
し
に
必
要
な
各

種
手
続
き
や
地
域
の
生
活
に
役
立
つ
情
報

な
ど
を
掲
載
し
た
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」

を
３
月
に
発
行
し
、
市
内
全
世
帯
に
無
料

配
布
し
ま
す
。
こ
の
便
利
帳
は
、
官
民
共

同
事
業
と
し
て
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

社
と
協
定
を
結
び
、
市
が
行
政
情
報
を
提

供
し
、
同
社
が
広
告
の
募
集
、
冊
子
の
製

作
や
配
布
を
行
い
ま
す
。

　

11
月
か
ら
12
月
の
期
間
、
広
告
掲
載
の

募
集
に
同
社
の
営
業
担
当
者
が
市
内
の
商

店
や
事
業
所
な
ど
を
訪
問
し
ま
す
。な
お
、

広
告
掲
載
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
、

同
社
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

　
　

☎
０
９
８
５

－

50

－

２
４
６
８

　
　

総
合
政
策
課　

☎
23

－

２
１
１
５

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提
出

　

日
本
年
金
機
構
は
毎
年
11
月
に
、
年
金

受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
送
付
し

ま
す
。12
月
１
日
ま
で
に
必
ず
確
認
し
て
、

日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

年
齢
が
65
歳
未
満
で
年
金
額
が

１
０
８
万
円
以
上
、
ま
た
は
年
齢
が
65
歳

以
上
で
年
金
額
が
１
５
８
万
円
以
上
の
老

齢
年
金
や
退
職
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　

都
城
年
金
事
務
所　

　
　

☎
23

－

２
５
７
１

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

相

談
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都
市
計
画
（
案
）
の
縦
覧

　

次
の
都
市
計
画
案
に
つ
い
て
、
縦
覧
し

ま
す
。

●
内
容　

① 
都
城
広
域
都
市
計
画
道
路
の
変
更

　

３
・
３
・
51
号　

中
町
通
線

　

３
・
５
・
61
号　

鷹
尾
上
長
飯
通
線

② 

都
城
広
域
お
よ
び
高
崎
都
市
計
画
特
定

用
途
制
限
地
域
の
決
定

③ 

都
城
広
域
お
よ
び
高
崎
都
市
計
画
特
別

用
途
地
区
の
決
定

●
期
間　

11
月
６
日
㈭
〜
20
日
㈭

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

●
そ
の
他　

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

●
縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課
、
高
崎
総
合

支
所
建
設
課
、
都
城
土
木
事
務
所

　

都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
２

高
崎
総
合
支
所
建
設
課

☎
62

－

１
１
１
１

都
城
土
木
事
務
所　

☎
23

－
４
５
１
３

平
成
27
年
版
宮
崎
県
民
手
帳
の
販
売

　

宮
崎
県
の
便
利
情
報
が
満
載
の
県
民
手

帳
を
販
売
中
で
す
。

●
販
売
場
所　

本
庁
南
別
館
３
階
（
情
報

政
策
課
調
査
統
計
担
当
）、
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

書
店
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
各
店
な
ど

●
販
売
価
格　

６
０
０
円

　

情
報
政
策
課　

☎
23

－

２
５
６
２

軽
自
動
車
税
の
税
額
が
変
わ
り
ま
す

平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
27

年
度
分
か
ら
全
国
的
に
税
率
が
引
き
上

げ
ら
れ
、
軽
自
動
車
の
税
額
が
変
更
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
28
年
度
か
ら
は
、
環
境
負
荷

の
小
さ
い
自
動
車
の
普
及
を
進
め
る
た

め
、
新
車
登
録
か
ら
13
年
を
経
過
し
た

軽
四
輪
車
な
ど
に
対
し
、
重
課
税
率
が

適
用
さ
れ
、
税
額
が
上
が
り
ま
す
。
28

年
度
に
重
課
税
率
の
対
象
と
な
る
車
両

は
、
新
車
登
録
が
平
成
14
年
以
前
の
車

両
で
す
。
な
お
、
新
車
登
録
年
月
は
、

車
両
検
査
証
（
車
検
証
）
で
確
認
で
き

ま
す
。

　

市
民
税
課　

☎
23

－

２
１
２
３

種　　別 26年度 27年度以降

原動機付
自転車

50㏄以下 1,000円 2,000円
50㏄超90㏄以下 1,200円 2,000円
90㏄超125㏄以下 1,600円 2,400円
ミニカー 2,500円 3,700円

小型特殊
自動車

農耕用 1,600円 2,400円
その他 4,700円 5,900円

軽二輪 125㏄超250㏄以下 2,400円 3,600円
二輪の

小型自動車 250㏄超 4,000円 6,000円

種　別 26年度

27年度以降 28年度以降

Ｈ27. 3 .31
以前の新車
登録車両

Ｈ27. 4 . 1
以降の新車
登録車両

重課
※最初の新車
登録から13
年を経過し
た車両

四
輪
以
上

乗用・自家用 7,200円 7,200円 10,800円 12,900円
乗用・営業用 5,500円 5,500円 6,900円 8,200円
貨物用・自家用 4,000円 4,000円 5,000円 6,000円
貨物用・営業用 3,000円 3,000円 3,800円 4,500円
三　　輪 3,100円 3,100円 3,900円 4,600円
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

胃
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
頸け
い

が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所

12
／
2
㈫

山
之
口
総
合
支
所

12
／
９
㈫

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※ 

12
／
14
㈰
は
、
肺
が
ん
・

結
核
検
診
も
同
時
間
内
に

受
診
で
き
ま
す

12
／
14
㈰

12
／
16
㈫

●
受
付
時
間　

８
時
〜
11
時

●
検
診
料　

１
、２
０
０
円

【
乳
が
ん
検
診
】

　

11
月
５
日
㈬
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
奇
数
年
生
ま
れ

の
女
性
（
昭
49
年
・
47
年
・
45
年
…
）

●
日
程
・
場
所

１
／
15
㈭

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
／
17
㈯

１
／
24
㈯

●
受
付
時
間　

①
９
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　

②
13
時
〜
15
時
30
分

●
内
容　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
超
音
波

●
検
診
料　

２
、０
０
０
円

【
子
宮
頸
が
ん
検
診
】

●
対
象　

20
歳
以
上
の
奇
数
年
生
ま
れ

の
女
性
（
平
５
年
・
３
年
・
元
年
…
）

●
日
程
・
場
所

12
／
４
㈭

①
山
之
口
地
区
体
育
館

②
山
田
体
育
館

12
／
9
㈫

①
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

②
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

12
／
25
㈭

①
沖
水
地
区
公
民
館

②
都
城
保
健
所

●
受
付
時
間　

①
９
時
〜
10
時

②
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

●
検
診
料　

１
、０
０
０
円

※ 

75
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

は
、
保
険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行

す
る
各
種
検
診
自
己
負
担
金
免
除
通

知
書
を
提
示
す
れ
ば
検
診
料
が
免
除

さ
れ
ま
す

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

国
民
年
金
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
の
送
付

　

日
本
年
金
機
構
は
、
毎
年
11
月
に
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
証
明

書
を
送
付
し
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
と
き
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
人
に
は
、
来
年
２
月
上

旬
に
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

　

都
城
年
金
事
務
所　

　
　

☎
23

－

２
５
７
１

お
知
ら
せ

島
津
剣
道
大
会

●
日
時　

11
月
15
日
㈯　

９
時
〜　

●
場
所　

都
城
島
津
邸

※
雨
天
時
は
、
武
道
館

●
内
容　

小
学
生
に
よ
る
剣
道
大
会

島
津
家
久
公　

奉
納
神み
こ
し輿
展
示

　

島
津
本
家
第
19
代
家い
え

久ひ
さ

公
が
奉
納

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
神み
こ
し輿
の
展
示

●
日
時　

11
月
15
日
㈯
〜
24
日
㈪　

●
場
所　

東つ
ま

霧
島
神
社
（
高
崎
町
）

島
津
荘
園
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

●
日
時　

11
月
23
日
㈰　

　
　
　
　

11
時
〜
17
時　

●
場
所　

神
柱
公
園
多
目
的
広
場

●
内
容　

甲か
っ
ち
ゅ
う冑
の
試
着
や
人
力
車
の

体
験
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

明
道
館
パ
レ
ー
ド

●
日
時　

11
月
23
日
㈰　

　
　
　
　

11
時
30
分
〜　

●
コ
ー
ス　

都
城
島
津
邸
〜
神
柱
神

社●
内
容　

戊
辰
戦
争
で
活
躍
し
た

「
私
領
一
番
隊
」
や
歴
代
の
都
城
島

津
家
当
主
に
ふ
ん
し
た
騎
馬
武
者
、

子
ど
も
武
者
ら
に
よ
る
歴
史
絵
巻
さ

な
が
ら
の
パ
レ
ー
ド

島
津
史
跡
め
ぐ
り

　

市
街
地
に
残
る
史
跡
を
、
歴
史
観

光
ガ
イ
ド
が
楽
し
く
案
内
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
24
日
㈪　

　
　
　
　

10
時
〜
12
時　

●
集
合
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

●
コ
ー
ス　

大
園
通
り
、倉
之
馬
場
、

志
和
池
小
路
、
唐
人
町
ほ
か

●
定
員　

20
人　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
料　

２
０
０
円

●
申
し
込
み　

都
城
島
津
邸

　
　
　
　
　
　

☎
23

－

２
１
１
６

城
山
の
お
宝
探
し

●
日
時　

11
月
24
日
㈪　

　
　
　
　

11
時
〜（
10
時
45
分
集
合
）

●
対
象
・
定
員　

幼
児　

50
人
・
小

学
１
〜
3
年
生　

50
人

●
集
合
場
所　

都
城
歴
史
資
料
館

●
申
し
込
み　

島
津
発
祥
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局　

☎
51

－

５
５
０
１

11
月
15
日
㈯
〜
24
日
㈪
開
催

２
０
１
４
島
津
発
祥
ま
つ
り

◎
問
い
合
わ
せ　

島
津
発
祥
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

☎
51

－

５
５
０
１
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

故
島
津
久
厚
様
の
市
葬
に
つ
い
て

　

都
城
市
名
誉
市
民
の
故
島
津
久
厚
様

の
長
年
に
わ
た
る
ご
功
績
と
ご
遺
徳
を

し
の
び
、都
城
市
葬
を
執
り
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
列
席
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
日
時　

11
月
22
日
㈯　

　
　
　
　

10
時
開
始
（
９
時
受
付
）

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー●
そ
の
他　

香
典
、
供
物
、
供
花
な
ど

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

●
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行　

駐
車
場
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
公
共
交

通
機
関
ま
た
は
臨
時
駐
車
場
（
霧
島
酒

造
株
式
会
社
）
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
出
発
時
間
】

　

８
時
30
分
〜
９
時
40
分

●
総
合
支
所
管
内
の
皆
様

　

各
総
合
支
所
か
ら
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。
バ
ス
を
利
用
す
る
人
は
11
月

14
日
㈮
ま
で
に
、
各
総
合
支
所
地
域
振

興
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
送
迎
バ
ス
出
発
時
間
】
８
時
50
分

　

秘
書
広
報
課　

　
　

☎
23

－

３
１
７
４

【
臨
時
駐
車
場
の
位
置
】

宮
崎
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
す

　

宮
崎
県
最
低
賃
金
が
10
月
16
日
㈭
か

ら
、
時
間
額
６
７
７
円
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
最
低
賃
金
は
臨
時
や
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
宮
崎
県
で
働
く
全

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　

☎
０
９
８
５

－

38

－

８
８
３
６

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

実
施
医
療
機
関
の
追
加

　

次
の
医
療
機
関
の
追
加
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

い
わ
よ
し
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
36

－

５
５
５
５

伊
達
ク
リ
ニ
ッ
ク　

☎
36

－
７
０
８
８

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

宝
く
じ
助
成
事
業

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行

っ
て
い
る
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
の
助

成
を
受
け
て
、
志
和
池
地
区
の
岩
満
自

治
公
民
館
が
屋
外
放
送
を
整
備
、
山
之

口
地
区
の
川
内
自
治
公
民
館
が
屋
外
放

送
設
備
お
よ
び
防
災
備
品
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
連
絡
が
素
早

く
広
範
囲
に
で
き
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

　
　

☎
23

－

７
１
４
６

11
月
９
日
㈰
〜
15
日
㈯
は

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
ま
す
。
火
の
取
り
扱

い
、
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

●
防
火
標
語　

「
も
う
い
い
か
い　

　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」

　

消
防
局
予
防
課　

　
　

☎
22

－

８
８
８
４

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで

月日 医療機関名 電話番号
11/16
㈰

ふくしまクリニック（内・消・小） 46-5001
坂元医院（内・胃） 22-0360
大橋クリニック（内・消・リハ） 37-0539
吉見クリニック（外・整・内） 58-5633
ならはら皮膚科医院 22-1455
西浦医院（耳鼻） 22-0715
山崎歯科 25-3311

11/23
㈰

児玉小児科 25-5570
鵜木循環器内科医院（循・内） 26-0008
佐々木医院（内） 62-1103
とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） 52-1135
石井皮膚科医院 23-4588
くぼた眼科 26-3100
ハートデンタルクリニック 58-7700

11/24
㈪

政所医院（内・小） 58-2171
宮永病院（内・胃・外） 22-2015
田中隆内科（内・泌） 52-0301
もりやま脳神経外科（脳外科） 21-6888
寺本整形外科病院（整） 22-1171
いそいち産婦人科医院（産・婦） 22-4585
あやべ歯科クリニック 38-8668

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認してください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

●休日当番薬局

11/16 ㈰ かじや牟田町、ふれあい庄内
グリーン、ひまわり

11/23 ㈰ さわやか、大光、古川調剤
たかお

11/24 ㈪ プリマリー、サン薬局久保原
高城

み
や
ざ
き
医
療
ナ
ビ

川内自治公民館

岩満自治公民館

沖水川

至 鹿児島

至 宮崎

ヤマダ電機

沖水橋

ユニクロ霧島酒造
株式会社

P

ハンズマン

ニトリ

ガリバー

GS 市場入口

10

10

※国道10号を
北側から来る
人は、案内に
従って駐車場
を利用くださ
い
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「時速４７メートルの疾走」
吉野万里子（著）　講談社（出版）

体育祭でビリになった緑組の応援団
長が、逆立ちで校庭２００メートルを
１周することに…。「チーム」シリー
ズなどで人気の著者が描く、中学生
のリアルな青春群像小説。

「今日も明日も上機嫌。モタさんの“言葉”」
斎藤茂太（文）　講談社（出版）

“いい言葉”のオーソリティー・
モタさんこと斎藤茂太さんが
長年手帳にしたためた、心に
響く言葉の数々を読み聞かせ

るNHKの人気番組を完全書籍化！

「マドレーヌとパリのふるいやしき」
ジョン・ベールマンス・マルシアーノ（作）　BL出版（出版）

マドレーヌたち12人の女の子がすん
でいるのは、パリのふるいやしき。あ
る日、ぬきうち検査に訪れた学校長
が屋根裏の望遠鏡をもっていくと、
その晩なにやら不気味な声が…。

「ちっちゃいおっさん」
相羽鈴（著）　集英社（出版）

尼崎市のちっちゃい家に暮らす、
ちっちゃいおっさんこと坂田しんい
ちとその家族。家族のために暴走す
るおっさんと、それを見守る家族の、
笑いあり、涙ありのストーリー。

伝で
ん

源み
な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝
木も

く

坐ざ

像ぞ
う

源
頼
朝
は
久き

ゅ
う

安あ
ん

三
年（
１
１
４
７
）源
義よ

し

朝と
も

の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
母
親
は
熱あ

つ

田た

大だ
い

宮ぐ
う

司じ

藤
原
季す
え

範の
り

の
娘
で
す
。
父
義
朝
は

平
治
の
乱
で
政
権
を
握
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
平
清
盛
勢
に
敗
れ
、
頼
朝
は
伊
豆
へ
流
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
治じ

承し
ょ
う

四
年
（
１
１
８
０
）、

頼
朝
は
北ほ
う

条じ
ょ
う

時と
き

政ま
さ

ら
を
率
い
て
挙
兵
。
平
家

軍
に
連
勝
し
て
、
次
第
に
勢
力
を
拡
大
し
て

い
き
ま
す
。

壇
ノ
浦
合
戦
に
お
い
て
平
家
を
滅
亡
さ
せ

た
頼
朝
は
、
政ま
ん

所ど
こ
ろ

や
問も
ん

注ち
ゅ
う

所じ
ょ

な
ど
と
い
っ
た

行
政
機
能
を
整
備
し
、
守
護
・
地
頭
の
任
命

権
を
掌
握
。
後
に
後
鳥
羽
天
皇
よ
り
征せ
い

夷い

大た
い

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

に
任
命
さ
れ
、
鎌
倉
幕
府
の
初
代
将
軍

と
な
り
ま
す
。

こ
の
木
坐
像
は
、鶴つ

る
が
お
か岡

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

（
鎌
倉
市
）

に
伝
来
し
た
も
の
で
、
烏え

ぼ

し
帽
子
を
か
ぶ
り
、
狩

り
を
す
る
装
い
を
し
て
、
あ
ぐ
ら
の
よ
う
な

形
で
座
っ
て
い
ま

す
。
13
世
紀
末
か

ら
14
世
紀
初
め
頃

に
制
作
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
、
原
史

料
は
国
宝
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

都
城
島
津

今
月
の
お
す
す
め
の
本

都城市立図書館
☎22‒0239
高 城 図 書 館
☎58‒4224

◎問い合わせ
11月16日↑

12月15日図書館だより

読
み
聞
か
せ
の
部
屋

青年一般

児童・幼児児童

都
城
市
立
図
書
館

お
は
な
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞

（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
11
月
27
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会

●
12
月
13
日
㈯　

14
時
30
分
〜

内
容　
「
び
ん
ぼ
う
が
み
と

ふ
く
の
か
み
」
ほ
か

高
城
図
書
館

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

　
　
　

読
み
聞
か
せ
会

●
11
月
29
日
㈯　

11
時
〜

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
で
は
、
土
・
日
曜
日

に
限
り
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
を

発
行
し
て
い
ま
す

【
特
設
コ
ー
ナ
ー
】

10
月
27
日
㈪
〜
11
月
９
日
㈰
は
、

秋
の
読
書
週
間
で
す
。

●
都
城
市
立
図
書
館

「
夏
目
漱
石
（
12
月
９
日
命
日
）」

「
芥
川
賞
・
直
木
賞
候
補
作
品
」

「
ク
リ
ス
マ
ス
」
コ
ー
ナ
ー

●
高
城
図
書
館

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
特
集
」
ほ
か

都城市立図書館 ●休館日／11月17日・23日・24日、12月1日・4日・8日・15日 ●開館時間／９：30～18：50
  　※水曜日は20：00まで開館
高 城 図 書 館 ●休館日／11月16日・18日・23日・25日、12月2日・9日 ●開館時間／９：30～18：00

（展示物は複製・原史料は国宝）
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このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

QUIZ

読
者
か
ら
の
お
便
り

Vol.107

今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

ク イ ズ広報

■９月号クイズの結果【応募総数28通】
◎正解／①防災  ②コンビニ  ③消費

国際交流員
のひとりごと

◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

人は世の中に合わせて生きているうちに、いつ
のまにか、自分を見失ってしまうことがあります。
誰かに何か言われて落ち込んだり、傷ついたりも
します。
でも、そんなことに直面したとしても、大丈夫。
それは、友達がいるからです。友達と話をする、
電話をかける、ご飯を食べに行く、近況を聞く…。
私は、それだけで元気が出てきます。それはきっ
と、気付かないうちに友達から「気持ち」を受け
取っているからでしょう。
だから、時々しか会わなくても、遠くに住んで

いても、男性でも女性でも、年齢が離れていても、
友達は「元気」をプレゼントしてくれる大切な存
在です。どんなことに幸せを感じるか、人によって
違うのは当然かもしれません。家族と離れ、都城
で単身赴任中の私は、支えてくれる友達がいるこ
とに幸せを感じています。
都城にいる間に、一人でも多くの友達が欲しい

という気持ちでいっぱいです。皆さん、ぜひ、私
と友達になりませんか？

友は幸せの源

朱
しゅ

嫣
えん

さん（中国）Vol.2

●
表
紙
の
リ
ン
ゴ
狩
り
の
様
子
、
と
て
も
か
わ
い
い
で

す
ね
。私
も
孫
た
ち
を
連
れ
て
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

楽
し
く
て
夢
中
に
な
り
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

（
安
久
町　

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
さ
ん
）

 

●
最
近
、
全
国
各
地
で
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
、
家
族
間
の
連
絡
手
段

や
避
難
経
路
の
確
認
を
し
、
地
域
の
防
災
活
動
な
ど

に
も
率
先
し
て
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
高
城
町
大
井
手　

Ｍ
・
Ｋ
さ
ん
）

 

●
ご
み
処
理
の
経
費
が
、
一
人
当
た
り
年
間
約
一
万
円

も
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
我
が
家
も

ご
み
減
量
の
ポ
イ
ン
ト
を
実
践
中
で
す
が
、
も
っ
と

徹
底
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
不
要
な
も
の

は
買
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
安
久
町　

カ
ズ
ケ
ン
さ
ん
）

 

●
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
わ
れ
て
い
た
は
ず
の
犬
や
猫
。
人

間
の
勝
手
な
都
合
で
、
野
良
に
な
る
こ
と
も
多
い
よ

う
で
す
ね
。
責
任
を
持
っ
て
き
ち
ん
と
世
話
し
な
い

と
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

（
高
木
町　

ぴ
ぃ
す
け
さ
ん
）

 

●
都
城
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
島
津
家
や
北ほ

ん
ご
う郷

家
に
つ

い
て
は
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
。
特
集
で
は
、
展
示

の
見
ど
こ
ろ
な
ど
が
ま
と
め
て
あ
り
、
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
時
間
を
見
つ
け
て
、
ゆ
っ
く
り
と
都
城
島

津
邸
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
松
元
町　

Ｙ
・
Ｈ
さ
ん
）

問　①都城市合併○○周年記念都城島津伝承館特別展。
全国に「みやこんじょ力」を発信！

答  
問　②安心で住みよいまちづくりを目指しましょう！

11月22日は○○・安心みやこんじょ盆地大会
 

答  
問　③平成27年度から「子ども・○○○支援新制度」

が始まります

答  
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商品提供事業者

POST　CARD

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　-

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  NO.107  2014年11月号）

8 8 5 8 5 5 552 円切手を
お貼りください

読者プレゼント今月の

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
　番号と、わたしの一言や11月号を読んだ感想を書いて
　〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選
　で1人にプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　12月1日㈪　当日消印有効
◎発表　本紙 1月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
　ます。詳細については秘書広報課まで問い合わせください
◎9月号当選者　小林 早苗さん（鷹尾一丁目）

喜
き く

久寿司（庄内町）　☎37-2678

【お寿司屋さんの油みそ  1人】

お寿司屋さんが作る
油みそ、その名も「ま
んま泥棒」。まっ白
なご飯との相性が抜
群です。新米がおい
しい季節、炊き立て
のご飯と一緒に、ご
賞味ください。

施設案 内
※11月16日～ 12月15日の日程

◉美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般800円　高校･大学生600円　中学生以下無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎特別展「鱸

すずき

利彦　生誕120年展」12月14日㈰まで

◉都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「歴史を語る資料たち－とっておきの収蔵品－」
　平成27年 1月12日㈪まで

◉都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※12月 2 日㈫～ 6日㈯は展示替え作業のため休館
◎特別展「島津と北郷の時代～鎌倉・南北朝期の南九州～」
　11月30日㈰まで
　特別展期間中の都城島津伝承館の観覧料は
　一般400円　高校・大学生300円　小・中学生200円

◉人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※11月18日㈫・19日㈬は薫蒸作業のため休館
◎山之口麓文弥節人形浄瑠璃定期公演　
　11月16日㈰　14：00 ～

◉山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　10：00～15：00
　　　　　㊎、㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上310円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
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ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内

27 Miyakonojo City Public Relations 2014.11

第1部は、宮崎ゆかりの
音楽家らによる室内楽の
演奏。
第2部は、昨年募集した
「都城にちなんだ短歌」
のうち、入賞作品31首か
ら作った4つの合唱曲を
披露します。

●日　時　11月29日㈯　開演14：00（開場13：30）
●料　金　全席自由　1,000円　※未就学児入場不可
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

編集後記

インフォメーション

都城市現住人口

平成26年10月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 71,183世帯 （63） （377）
人口総数 166,424人 （61） （－876）
男　　性 77,924人 （12） （－409）
女　　性 88,500人 （49） （－467）
※平成22年国勢調査確定値に基づく推計人口です

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 ～　②11：50 ～
　③17：50 ～　④20：50 ～
　⑤22：50 ～

市の提供番組紹介

イベントカレンダー （11月16日～12月15日）
※【　】内は場所、 は問い合わせ先

今月の表紙

スマートフォンから
も市政情報がご
覧になれます

都城市エリア

11
月

16日㈰　10：00 ～ 13：00
がねコンテストinせきのお【滝の駅せきのお】
 都城観光協会　☎23-2460

16日㈰　10：00 ～ 15：00
都城島津邸お茶会【都城島津邸】
 都城島津邸　☎23-2116

23日㈰　11：00 ～ 17：00
島津発祥まつり【神柱公園～都城島津邸周辺】
 同実行委員会　☎51-5501

12
月

７日㈰　9：30 ～ 15：40
生きがいふれあいフェスタ山之口【山之口勤労福祉センターほか】
 山之口教育課　☎57-3111

環霧島エリア

11
月

23日㈰　9：00 ～
新
にいなめさい

嘗祭（豊年ほぜ祭り）【霧島神宮】
 霧島神宮　☎0995-57-0001

30日㈰　10：00 ～
悠久の森ウオーキング大会【財部悠久の森】
 同実行委員会事務局　☎76-8808

ドクターヘリ離着陸訓練
救急の専門医などが、患者に救

命医療を施しながら医療機関に搬
送するドクターヘリの離着陸訓練
が10月 7日、山之口町の麓小学校
グラウンドで行われました。
宮崎大学医学部附属病院から
車で40分かかる距離を10分で移
動できるドクターヘリ。患者の搬入訓練や搭乗体験が行われ、
児童や地域の人などが熱心に見入っていました。

まちなかの冬の風物詩
「ウエルネス交流プラザ
のイルミネーション」の
点灯式。
フルートアンサンブルの
ミニコンサートやハンドメイド作品、美味しいものを
販売するクリスマスマーケットを開催予定です。

●日　時　11月23日㈰　17：00 ～
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

まちなかイルミネーション2014
点灯式

第34回 九州•沖縄現代音楽祭in都城
～まちうた都城とともに～

霧島市

曽於市

本年度もあっという間に半年が過ぎました。この
間、毎月寄せられるお便りには、皆さんのいろい

ろな感想が書いてあり、1通 1通楽しみながら読んで
います。一言だけでもとてもうれしく、励みになりま
す。抽選のプレゼントは、皆さんに贈りたいのですが、
いつも厳正な抽選で決定しています。あきらめずに応募
してくださいね。今月のプレゼントは、炊き立ての新米
がおいしく食べられるごはんのお友。今後のプレゼント
にも、期待してください。（慧）
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市
民
の
願
い
が
か
な
う
　南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ

2014.11［
 V
o
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広
報
み
や
こ
の
じ
ょ
う

編
集
・
発
行
／
都
城
市
総
合
政
策
部
秘
書
広
報
課
　
〒
885-8555　

宮
崎
県
都
城
市
姫
城
町
6-21

TEL0986-23-3174(直
通
)　
TEL0986-23-2111(代

表
)　
FA
X
0986-23-9824

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http

://w
w
w
.city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

/　
印
刷
／
㈱
都
城
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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